
【大分県】

事業内容

特別支援学校高等部卒業生の一般就労率が全国平均値
に届かないという課題があった。そこで、県立特別支援学
校（知的障がい１２校）にジョブ・コンダクターを６名配置し、
企業に対して生徒の特性に応じた仕事の切り出し等の提
案を行うとともに、各校の進路指導に関する助言、企業訪
問を通した職場開拓等を行うことにより、各学校における進
路指導体制を強化し、一般就労実現に係る困難事案の解
決を図り、高等部生徒の一般企業等への就労率の向上を
目指すことを目的とした。

特別な支援を必要とする子供への就学前から学齢期、社会参加までの切れ目ない支援体制整備

【ジョブ・コンダクターの配置】

○知的障がい者の就職に関する専門的知識を有する方をジョブ・コンダクター

として知的障がい特別支援学校に配置（6名）

 （内容）

・生徒の特性等に応じた企業開拓

・生徒の特性等に応じた個別の業務内容や支援方法の提案

・学区を越えた進路情報の提供、進路指導困難事例に支援

・商工観光労働部、福祉保健部、企業団体等との情報共有

【成果】

○一般就労率が8.2％向上

令和元年度 20.0％  →  令和4年度 28.2％

○一般就労希望達成率が19.4％向上

平成29年度～令和元年度  3年間平均値 ： 69.5％

令和2年度～令和4年度  3年間平均値 ： 88.9％

 ※一般就労希望達成率とは一般就労を希望していた生徒の一般就労率

【課題】

特別支援学校高等部卒業生の一般就労率が全国平均値より低い

【目的】

ジョブ・コンダクターを6名配置し、企業への提案、各校の進路指導に関

する助言、職場開拓等を行うことにより、各学校における進路指導体制の

強化と困難事案の解決を図り、高等部生徒の一般企業等への就労率の向上

を目指す

・定例会議での情報共有・協議
・地域の未解決困難事例を報告
・各地区の就労状況に関する情報提供
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特別支援教育課

※ A特別支援学校は就労に関するセンター的機能を有する
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